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審 査 結 果 の 要 旨
睡 眠 はメ ラ トニ ン分泌 と関連 してお り,睡 眠が健 康 に影響 す る機序 の1つ と して メ ラ トニ ンの
関与 が示 唆 されて いる。 メラ トニ ンは性 ホル モ ン分泌 と も関連 して お り,長 時間睡 眠者 において
乳 がん罹 患 リス クが減少 す ることが報告 されて い る。 しか しなが ら,乳 がん と同様 に性 ホル モ ン
関連が んで ある前 立腺 がん において,睡 眠時間 と罹 患 リス クに関す る研究 は報 告 されていな い。
従 って,そ の影響 を検討 す ることが必要で ある。本研 究 の 目的 は,睡 眠時 間 と前立腺 がん罹患 リ
ス クとの関連 を検 討す ることであ る。
方法 は,1994年 宮城 県大 崎保健所管 内に居 住す る40-79歳 の国民健 康保険加 入者 の男性 全員
に 自記式 調 査票 を配 布 し,24,895名(94%)よ り有 効 回答 を得 た。 そ の中か ら1995年1月 の追
跡 開始以前 に国民健康 保険 を異動 した者,が ん既往者,睡 眠 時間の質問 に無 回答 の者,睡 眠時間
3時 間以下 又 は13時 間以上 の者を除外 した22,320名 を解析 対象 と した。7年 間 の追跡 に よ り127
名 の前 立腺 がん罹患 を確認 した。1日 の平均睡眠時 間 を3区 分(6時 間以下,7-8時 間,9時 間以
上)に 分 け,Cox比 例ハ ザー ドモデル によ り7-8時 間 の群 を基準 と して,他 の群 の前立 腺 がん
罹患 に関す る多変量補 正相対危険度 を算 出 した。 共変量 は年齢,婚 姻状況,教 育歴,就 業状況,
疾患既 往歴,が ん家族歴,BodyMassIndex,喫 煙,飲 酒,歩 行時 間 とした。
結果 は,睡 眠時間 が6時 間以下 の群 での多変量補正 相対 危険度 は1.34(95%信 頼区 間:0.83-
2,17),9時 間以上 の群 での多変量 補正 相対危険度 はO.48(95%信 頼 区間10.29-0.79)で あ った。
傾 向性 のP値 は0.02で,睡 眠時 間が長 いほ ど前 立腺 が ん罹患 リスクは低 下 して いた。 ベ ー ス ラ
イ ンか ら3年 以 内の前 立腺 がん罹患者 を削除 して解析 して も結果 は大 き く変化 しなか った。
考察 と結 論 睡眠時 間は前立腺がん罹患 リス クと直 線 的な負の関連 があ ることが示 され た。 こ
の結果 は睡眠時 間 と前立腺 がん同様性 ホル モ ン関連 がん であ る乳がん罹患 リス クにつ いて検討 し
た先行研 究4件 の うち,2件 と同様の傾 向であ った。 また,本 研 究は睡眠 時間 と前立 腺 がん罹患
の関連 を明 らかに した世界 初の研究で あり,独 創 的で あ るとと もに,結 果 の もた らす公衆 衛生学
上 の意義 も大 きい。 よ って,本 論文 は博士(障 害科学)の 学位論 文 と して合格 と認 め る。
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